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付 加 製 造 （ 以 下 A M ） に つ い て  

指 向 性 エ ネ ル ギ ー 堆 積 法 と イ ン ク ジ ェ ッ ト 堆 積 法 に つ

い て 述 べ る 。  

1 . 指 向 性 エ ネ ル ギ ー 堆 積 法  

 概 要 ： レ ー ザ ー を 母 材 に 照 射 し 溶 か し た 箇 所 に 材 料

（ 粉 末 状 や ワ イ ヤ ー 形 状 の 金 属 ） を 供 給 し 堆 積 さ せ て

い く 。 留 意 点 と し て 表 面 粗 さ が 粗 い た め 基 本 的 に 仕 上

げ 加 工 が 必 須 で あ る 。  

サ ポ ー ト ： 除 去 が 困 難 な た め サ ポ ー ト が 必 要 な 形 状

に は 向 か な い 。 但 し 、 造 形 ヘ ッ ド ノ ズ ル の 角 度 を 変 え

横 方 向 に 材 料 を 堆 積 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 適 応 材

料 は 金 属 の み で あ る 。  

使 用 例 ： マ ル エ ー ジ ン グ 鋼 の 金 型 の 修 復 等 。  

2 . イ ン ク ジ ェ ッ ト 堆 積 法  

 概 要 ： イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド を 多 数 配 置 し た 造 形 ヘ

ッ ド を 造 形 テ ー ブ ル に 対 し て 水 平 方 向 に 往 復 運 動 さ せ

な が ら 材 料 を 吐 出 堆 積 す る 。 造 形 ヘ ッ ド に は U V 硬 化

樹 脂 を 硬 化 さ せ る た め の U V ラ ン プ を 搭 載 し て お り 、

吐 出 後 に U V 光 を 照 射 し 硬 化 さ せ る 。 留 意 点 と し て 、

硬 化 反 応 で あ る ラ ジ カ ル 重 合 反 応 は 急 速 に 進 む た め ひ

ず み や 反 り 、 収 縮 が 生 じ る 。 こ の た め 後 工 程 と し て 、

未 硬 化 材 料 を 硬 化 さ せ る た め に ポ ス ト キ ュ ア を 行 う 必

要 が あ る 。  

 サ ポ ー ト ： 造 形 モ デ ル の ハ ン グ オ ー バ ー 部 分 と テ ー

ブ ル の 間 の 空 間 は サ ポ ー ト 材 で 埋 め る 必 要 が あ る 。  


